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言士子
日

ネ直

考

詩

|
|
「
悲
風
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
i
l
i

は
じ
め
に

三
国
貌
の
前
日
植

(
1
9
2
J
2
3
2
)
の
作
品
が
、
六
朝
以
前
の

中
国
詩
史
上
、
極
め
て
高
く
一
許
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
批

評
に
よ
っ
て
も
十
分
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

O
子
建
、
仲
宣
以
気
質
魚
館
、
並
襟
能
摺
美
、
溺
映
蛍
持

0

・
「
宋
書
・
謝
盤
運
簿
論
」

O
若
夫
四
言
正
館
、
雅
潤
矯
木
、
五
言
流
調
、
清
麗
居
宗
、
華
寅
異

用
、
唯
才
一
川
安
。
故
一
千
子
得
其
雅
、
(
中
略
)
粂
善
則
子
建
、
仲
宣
、

偏
美
則
太
沖
・
公
幹
。
:
・
・
:
「
文
心
彫
龍
@
明
詩
篇
ー
一

O
其
源
出
於
図
風
。
骨
気
奇
高
、
詞
采
華
茂
、
情
〔
兼
雅
怨
、
韓
被
文

質
、
祭
溢
今
古
、
卓
一
雨
不
謀
。
嵯
乎
、
陳
忠
之
子
文
章
也
、
警
人
倫

之
有
周
孔
、
鱗
羽
之
有
龍
鳳
、
(
後
略
)・

「
詩
品
・
陳
患
王
植
の
筏
」

「
謝
議
運
博
論
」
で
は
「
気
質
一
と
「
美
」
、
「
文
心
彫
龍
!
一
で
は

マ
γ
J

R
エ

4守

「
雅
潤
」
と
「
清
麗
!
一
、
「
詩
品
」
で
は
「
骨
気
」
と
采
」
と
表

現
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
内
容
の
質
実
さ
、
修
辞
の
華
麗
さ
を
言

い
、
曹
植
に
最
高
の
褒
辞
を
与
え
て
い
る
。
特
に
、
「
詩
口
問
」
は
菅

植
を
「
上
品
」
に
お
き
、
「
人
倫
」
に
於
け
る
「
周
孔
」
に
ま
で
例

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
評
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
評
者
の
生
き
た

時
代
の
評
価
を
背
景
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
評
者
が

い
ず
れ
も
彼
の
作
品
か
ら
強
い
感
動
を
受
け
た
れ
ば
こ
そ
と
考
え
ら

れ
る
。で

は
、
他
の
詩
人
に
比
べ
て
、
曹
植
の
作
品
の
い
か
な
る
点
が
さ

ほ
ど
ま
で
読
者
に
感
動
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
幸
運
と
は
言
え
な

か
っ
た
彼
の
生
涯
が
作
品
と
重
な
り
あ
う
と
い
っ
た
点
も
確
か
に
見

過
ご
せ
な
い
が
、
伝
一
記
と
は
切
り
離
し
、
表
現
自
体
に
手
掛
か
り
を

求
め
る
こ
と
は
で
、
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
稿
で
は
、
「
風
」
の
表
現
に
見
ら
れ
る
、

自
己
投
影
・
自
己
移
入
と
い
う
観
点
か
ら
、
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詩
人
の
対
象
へ
の

喜
一
殖
の
作
品
の
評
備
を



高
か
ら
し
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て

詩
史
の
中
で
の
彼
の
位
置
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
詩
」
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
要
素
が
「
叙
情
」
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
を
入
れ
な
い
が
、
「
情
」
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
を
表
現
す
る

た
め
に
も
、
形
あ
る
も
の
を
か
り
て
き
て
、
そ
れ
に
自
己
の
感
懐
を

託
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
比
重
の
軽
重
で
「
叙
景
」
詩
、
「
叙
事
」

詩
と
呼
ば
れ
方
は
異
な
っ
て
も
、
「
旦
ご
に
し
ろ
「
事
」
に
し
ろ
、

そ
こ
に
は
何
等
か
の
作
者
の
「
清
」
が
託
さ
れ
て
い
る
と
し
て
よ

い
。
そ
の
「
景
」
の
中
で
も
最
も
身
近
な
も
の
に
、
人
を
取
り
巻
く

「
自
然
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
最
古
の
詩
集
「
詩
経
」
に
は
、
国
風
冒
頭
の
「
隣
接
」
の

「
雌
鳩
」
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
'
自
然
物
が
登
場
す
る
。
た
だ
、

「
自
然
と
人
間
と
の
間
に
は
、
之
を
隔
て
る
明
確
な
一
線
が
厨
せ
ら

れ
て
い
て
、
之
を
こ
え
て
感
情
の
交
流
す
る
と
い
う
如
き
こ
と
は
極

(注
l
)

め
て
少
な
い
。
」
と
小
川
環
樹
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
詩
経
」

に
あ
っ
て
「
自
然
」
は
さ
ほ
ど
に
詩
人
の
感
構
移
入
の
対
象
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
内
田
と
さ
ほ
ど
の
関
わ
り
を
持
た
な
い
「
自
然
」
に

詩
人
が
執
着
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
数
量
的
な
市
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
っ
て
、
小
川
氏
が
例
に
引
か
れ
る
「
鼠
」
に
し
て
も
、
そ

〈洋一

2
)

の
同
月
例
数
は
「
詩
経
」
全
体
の
中
で
mu
例
に
過
ぎ
ず
、
三
百
三
百
」

の
僅
か
一
割
強
の
作
品
に
一
詠
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
単

な
る
繰
り
返
し
に
過
ぎ
ぬ
も
の
や
鳥
の
名
の
「
長
風
」
な
ど
を
除
け

ば
、
さ
ら
に
半
減
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
が
漢
代
に
な
る
と
、
「
悲
風
」
の
よ
う
に
「
詩
人
が
感
ず
る

所
を
客
体
た
る
閣
内
に
投
入
し
移
入
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
」
と
小
川

氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
語
索
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
自
然
観
の

変
化
、
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
一
挙
に
そ
う
し
た
傾
向
が
、
表
現
上
、
大
勢
を
占
め
る
に
至
っ

た
の
で
は
な
い
c

む
し
ろ
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
「
詩
経
」
の
頃
と

さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
数
量
上
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
次
に
、
漢
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
「
風
」
の
用
例
を
挙
げ
て
み
る
。
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「
風
」
単
独
使
用
例
j

m
例

「

長

風

」

・

:
9
例

「

私

風

」

・

;
5
例

「
北
風
」
「
清
風
」
・
:
各
4
例

「
微
風
」
「
，
涼
風
」
「
拐
問
問
」
「
東
風
」
「
悲
風
」
:
・
各

3
例

「
大
風
」
「
風
霜
!
一
「
接
関
山
一
「
凱
風
s

一
「
烈
風
ー
一
「
順
風
」
・
:
各
2
例

「
服
装
風
」
一
風
雲
一
「
八
回
間
一
「
風
雲
」
「
惟
町
内
1

一
「
締
風
」
「
天
風
」

「
春
風
」
「
風
波
」
ゴ
狭
間
内
」
「
殿
内
風
」
「
谷
風
」
「
穆
風
」
「
、
週
風
」

「
呑
風
」
一
一
長
風
」
各
1
例



こ
れ
は
「
先
秦
漠
貌
普
南
北
朝
詩
」
に
「
漢
詩
」
と
し
て
十
二
巻

に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
品
全
体

の
数
か
ら
見
て
「
風
」
の
使
用
さ
れ
る
割
合
は
決
し
て
高
い
と
は
い

え
な
い
し
、
「
悲
風
」
の
使
用
例
は
僅
か
三
例
で
、
用
例
中
の
3
M
A

強
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
大
部
分
は
「
詩
経
」
に
み
ら

れ
た
も
の
と
同
じ
よ
う
な
、
風
の
吹
く
時
期
・
方
向
・
状
態
を
い
う

連
諮
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
代
に
至
り
自
然
観
の
変
化
の
兆

し
は
窺
え
る
も
の
の
、
そ
れ
は
ま
だ
妊
胎
し
た
ば
か
り
の
状
態
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
三
例
の
「
悲
風
」
と
熟
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

白
楊
多
悲
風
白
楊
に
悲
風
多
く

粛
粛
愁
殺
人
荒
滞
と
し
て
人
を
愁
殺
す

(
「
古
詩
十
九
首
」
去
者
日
以
疎
詩
)

浮
雲
起
高
山
浮
雲
高
山
よ
り
起
り

悲
風
激
深
谷
悲
風
深
谷
に
激
す

(
秦
嘉
「
賠
婦
詩
三
首
」
其
二
)

遠
望
悲
風
至
遠
望
す
れ
ば
悲
風
至
り

d

，h

マ3

封
酒
不
能
酬
酒
に
約
す
る
も
酬
む
る
能
は
ず

(
「
李
陵
録
別
詩
ー
一
嘉
曾
難
再
遇
詩
)

「
悲
風
ー
一
の
最
も
早
い
例
と
し
て
、
詩
で
は
こ
れ
ら
が
、
文
で
は

「
但
関
悲
風
議
篠
之
整
」
の
句
の
あ
る
李
陵
の
「
答
蘇
武
(
「
文

選
」
巻
四
十
一
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
元
来
は
風
の
発
す
る

音
を
聴
い
て
、
悲
し
げ
な
音
だ
、
と
感
じ
た
こ
と
が
「
風
が
悲
し
い
」

と
表
現
す
る
最
初
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
悲
風
」
と
い
う
文
学
的

洗
練
を
感
じ
さ
せ
る
連
認
で
は
な
く
、
「
拐
筑
十
八
拍
」
の
「
日
暮

風
悲
今
溢
段
四
起
、
不
知
愁
心
今
設
向
誰
是
」
の
よ
う
な
表
現
の
方

が
よ
り
原
初
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
実
は
こ
の
三
首
の
詩
の
成
立
時
期
は
い
ず
れ

も
ご
く
接
近
し
て
い
る
。
「
答
蘇
武
岩
一
日
」
と
「
李
陵
録
別
詩
」
は
、

鈴
木
修
次
氏
の
詳
し
い
論
考
に
拠
れ
ば
、
い
ず
れ
も
後
世
の
偽
作
で

あ
り
、
特
に
「
李
陵
銭
別
詩
」
は
、
そ
の
表
現
の
類
似
性
か
ら
、
作

ら
れ
た
の
は
「
古
詩
、
古
歌
が
口
ず
さ
ま
れ
て
い
た
時
代
と
時
を
共

に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
建
安
の
詩
人
の
活
躍
時
代
と
も

〈注
3
)

並
行
す
る
で
あ
ろ
う
ー
一
時
期
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
李
陵
録
別
詩
」
は

「
古
詩
十
九
首
」
と
極
め
て
近
い
時
代
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
「
詩
品
」
中
一
詩
の
最
初
に
か
れ
て
い
る
秦
嘉
に
つ
い
て

は
、
「
全
後
漢
文
」
の
小
伝
に
拠
る
と
後
漢
の
程
帝
の
と
き
出
仕
し

て
お
り
、
そ
の
作
品
が
後
代
の
仮
託
だ
と
し
て
も
、
後
漢
後
期
以
前

に
遡
る
こ
と
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
「
悲
風
」
と
連
語
の
形
で
文
学

史
上
に
最
も
早
く
現
れ
る
の
は
、
後
漢
後
期
以
後
の
こ
と
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。



で
は
、
そ
の
時
期
に
前
後
す
る
こ
と
あ
ま
り
遠
く
な
い
建
安
の
一
詩

人
の
作
品
で
は
ど
う
か
。
次
に
、
曹
操
・
曹
五
・
曹
植
及
び
「
建
安

七
子
」
(
孔
融
・
陳
琳
・
王
祭
・
徐
幹
・
玩
現
・
応
湯
・
劉
槙
)
の

(注
4
)

作
品
に
み
え
る
「
風
」
の
用
例
を
挙
げ
よ
う
。

曹
操

「

風

」

単

独

使

用

例

・

:
3
例

「

北

風

」

:

・

4
例

「

秩

風

」

「

疾

風

」

:

・

各

1
例

「
建
安
七
子
」

「

風

」

単

独

使

用

例

・

:
5
例

「

涼

風

」

:

・

4
例

「

風

雨

」

:

・

3
例

「

風

瓢

」

:

・

2
例

「
風
習
試
」
「
迅
風
」
「
秋
風
」
「
凱
風
」
「
来
風
」
「
清
風
」
「
谷
中
風
」

「
驚
風
」
「
茨
風
」
「
和
風
」
「
微
風
」
「
悲
風
」
「
農
風
」

・・・各
1
例

曹
五

「

風

」

単

独

使

用

例

:

・

7
例

「
谷
風
」
「
涼
風
」
「
秋
風
」
「
悲
風
」
「
大
風
」
「
風
塵
」
「
欝
風
」

「
北
風
」
「
譲
風
」
(
「
自
反
問
問
鳥
1

一
)
:
・
各
1
例

蓄
積

「

嵐

」

単

独

使

用

例

・

:

ロ

例

「

悲

風

」

:

・

6
例

「

清

風

」

:

・

3
例

「

驚

風

」

「

涼

風

!

一

・

:
2
例

「
風
雨
」
「
南
風
」
「
風
波
」
「
・
持
風
」
「
高
風
」
「
風
塵
」
「
春
風
」

「
流
風
」
「
期
間
州
」
「
凱
風
」
「
迎
風
」
「
秋
風
i

一
「
長
風
」
「
西
南
風
」

「
北
風
!
一
「
東
北
風
」
「
櫛
風
」
「
間
風
」

-・各
1
例

ま
ず
気
付
く
の
は
、
三
百
戸
一
「
漢
詩
」
に
比
べ
圧
倒
的
に
「
風
」

の
使
用
例
が
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
造
誌
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曹

植
の
作
品
と
し
て
「
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩
」
が
採
る
も
の
は
逸
文

も
合
わ
せ
れ
ば

1
4
5
首
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
風
」
の
一
訟
を
含

む
も
の
は
必
首
あ
り
、
全
作
品
中
の

m
w
A
に
の
ぼ
る
。
同
時
代
の
飽

の
詩
人
た
ち
を
み
て
も
、
曹
操
の
作
品
は
例
外
的
に
多
い
が
(
氾
首

中
9
例
)
、
皆
お
%
程
度
を
占
め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
詩
人
で
も
「
風
」

の
使
用
数
は
全
作
品
数
の
三
割
前
後
、
或
い
は
そ
れ
以
上
に
も
及
ん

〈洋一

5
〉

で
あ
り
、
明
ら
か
に
前
代
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
「
詩
経
」

「
漢
詩
」
と
建
安
詩
人
の
い
は
、
「
風
」
が
こ
の
時
期
に
な

( 44 ) 



ん
ら
か
の
質
的
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
風
」
が
詩
人
に
と

っ
て
、
単
な
る
自
然
物
と
し
て
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味

合
い
を
持
つ
も
の
へ
と
変
わ
り
始
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
る

が
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
言
及
し
な
い
。
ま
た
、
「
驚
風
」
の
よ
う
な

そ
れ
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
造
語
も
、
人
事
と
は
無
関
係
だ

っ
た
白
然
が
、
人
の
意
識
に
働
き
掛
け
る
、
人
事
に
関
与
す
る
存
在

へ
と
明
ら
か
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
向
時
代
の
詩
人
の
中
で
も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
最
も
際
立
っ
て

い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
官
植
で
あ
る
。

特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
風
」
の

連
誌
の
中
で
決
し
て
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
な
く
、
な
お
建
安
七
子

に
l
例
、
曹
五
に

1
例
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
「
悲
風
」
が
、
曹
植

の
作
品
に
於
い
て
、
連
一
訪
問
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
例
の
中
で
最
も
多

い
6
例
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
「
風
一

の
表
現
の
パ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
非

風
」
が
、
首
植
に
至
っ
て
方
向
・
程
度
・
時
期
・
寒
暖
を
表
す
連
語

以
上
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
は
、
言
い
換
え
れ

ば
、
曹
植
に
と
っ
て
「
風
」
が
単
に
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
と
い

う
以
上
に
、
抽
象
的
な
、
自
己
の
感
情
を
移
入
す
る
象
徴
的
存
在
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
底
流
と
し
て
し
か
な
か
っ
た
流
れ
を
こ
の
庄

倒
的
な
盆
を
も
っ
て
推
し
出
す
、
曹
植
が
一
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
と
共
に
、
曹
植
は
、
自
身
の
感
情
を
託
す
べ
き
親
し
い
存

在
と
し
て
対
象
を
と
ら
え
る
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
曹
植
の
作
品
の

特
徴
が
、
そ
う
し
た
方
向
の
延
長
線
上
に
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
「
悲
風
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
曹
植
に
は
た
と
え
無

機
物
で
も
表
現
の
対
象
に
自
身
の
感
情
を
移
入
し
、
自
己
の
感
情
を

代
弁
す
る
も
の
と
し
て
表
現
す
る
傾
向
が
、
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
事
で
あ
る
。
曹
植
以
前
は
、
詩
人
が
自
己
の
感
情
を
何
者
か
に

託
し
て
述
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
例
え
ば
、
自
身

を
女
性
の
立
場
に
身
を
置
き
換
え
、
そ
の
感
情
を
述
べ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ
の
目
的
は
あ
く
ま
で
女
性
の
感
情
を
代
弁
す
る
こ
と
に

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
自
身
の
感
情
の
表
自
に
は
な
い
。
そ
の
対
象
が

征
夫
で
あ
ろ
う
が
、
遊
子
で
あ
ろ
う
が
、
他
者
の
立
場
に
立
っ
て
他

者
の
感
情
を
代
弁
す
る
と
い
う
意
味
で
は
全
く
同
類
の
も
の
で
あ

る
。
あ
る
惑
清
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
感
情
を
持
つ
表
現
対

象
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
表
現
す
る
主
体
の
感
情
は
、
表
現
対
象

の
感
情
と
し
て
置
き
換
え
て
表
現
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
そ
れ
が
一
人
称
的
立
場
か
ら
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
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た
と
し
て
も
、

そ
の
感
情
は
表
現
者
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
被

表
現
者
の
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
次
の
作
品

は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

「
寡
婦
詩
」
友
人
玩
一
元
議
円
十
亡
、
傷
其
妻
孤
寡
、
魚
作
此
詩
。

霜
一
露
紛
今
交
下
霜
露
紛
と
し
て
交
ご
も
下
り

木
業
務
今
濠
法
木
葉
落
ち
て
法
法
た
り

候
腐
叫
今
雲
中
侯
腐
雲
中
に
叫
び

ひ
る
が
へ

蹄
燕
闘
今
俳
伺
務
燕
締
り
て
俳
侶
す

安
心
感
今
問
保
安
心
感
じ
て
慨
懐

白
日
念
今
西
綴
白
日
急
ぎ
て
西
に
預
る

守
長
夜
今
忠
君
長
夜
を
守
り
て
君
を
忠
ひ

そ
む

魂
一
タ
今
九
議
魂
一
タ
に
し
て
九
た
び
話
く

民
延
行
令
仰
統
一
阪
と
し
て
延
作
し
て
仰
い
で
祝
る
に

足
月
施
今
天
廻
星
月
随
ひ
て
天
に
廻
る

徒
引
領
今
入
一
加
徒
ら
に
領
を
引
い
て
房
に
入
り

織
自
憐
今
孤
楼
縞
に
自
ら
憐
み
て
孤
り
棲
む

阪
従
君
仏
勺
的
防
波
願
は
く
は
君
に
従
ひ
て
絡
に
波
せ
ん
こ
と
を

愁
何
可
今
久
懐
愁
ひ
何
ぞ
久
し
く
懐
く
べ
け
ん

こ
れ
は
そ
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、
叩
山
田
五
が
玩
碩
の
一
安
の
た
め
に
作

っ
た
詩
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
感
情
は
、
あ
く
ま
で

そ
の
婆
の
感
情
を
推
し
盆
っ
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
習
志
の
も
の

で
は
な
い
。
膏
五
は
た
だ
夫
を
失
っ
た
妻
の
感
需
を
代
弁
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
、
地
者
に
な
っ
代
わ
っ
て
の
感
清
表
白
と

い
う
様
式
は
、
こ
の
よ
う
に
詩
人
が
見
聞
し
た
能
者
の
体
験
に
対
す

る
感
動
・
共
感
に
基
く
創
作
，
と
か
、
過
去
の
優
れ
た
作
品
の
模
倣
の

為
な
ど
、
様
子
な
必
要
か
ら
自
然
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
組
者
の
感
情
に
対
す

る
自
由
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
於
い
て
、
幾
分
か
の
表

現
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
る
も
の
の
、
現
実
、
或
い

は
事
実
が
作
品
世
界
の
、
突
き
破
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
国
な
枠
組

み
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
意
味
に
於
い
て
は
、
自
身
の
感

情
を
・
表
白
す
る
作
品
と
、
さ
ほ
ど
に
文
学
的
意
味
合
い
に
違
い
が
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
c
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そ
れ
に
対
し
、
白
有
の
感
情
を
も
た
な
い
無
機
物
に
ま
で
も
感
情

を
投
影
さ
せ
、
自
己
の
感
構
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
表
現
す
る
の

は
、
文
学
の
可
能
性
を
一
気
に
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
ま
で
の
表
現
対
象
は
す
べ
て
人
に
限
ら
れ
、
表
さ
れ

る
の
は
人
か
ら
見
た
風
景
・
事
物
・
感
情
で
あ
っ
て
、
全
て
は
日
常

の
範
関
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
人
の
限
界
に
束
縛
さ
れ
な
い

存
在
に
自
己
感
楕
を
託
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
限
界
を
越
え
て
い

こ
う
と
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
現
実
を
一
一
一
一
口
語
化
し
た
も
の
で
は
な

い
、
弓
常
の
枠
を
は
み
で
る
創
造
の
領
域
に
文
学
世
界
が
拡
大
さ
れ



る
か
ら
で
あ
る
。

逃
れ
ら
れ
な
い
悲
し
み
か
ら
、
そ
の
束
縛
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る

と
き
も
、
人
は
「
鳥
」
に
化
身
し
て
大
空
へ
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
如

(出
6
)

く
、
「
悲
し
い
」
詩
人
自
'
身
の
感
情
を
乗
せ
て
「
風
」
は
大
空
を
吹

く
の
で
あ
る
。
作
品
に
頻
見
す
る
曹
植
の
好
む
モ
チ
ー
フ
は
、
二
次

元
か
ら
三
次
元
の
世
界
へ
、
日
常
か
ら
想
像
の
世
界
へ
の
飛
朔
を
図

る
も
の
が
多
い
。
日
常
描
写
か
ら
想
像
世
界
へ
と
、
必
然
的
に
文
学

位
界
は
可
能
性
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
方
向
を
強
力
に
推
し
進
め
た
の
が
曹
槌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

加
国
植
は
様
々
な
対
象
に
身
を
置
き
換
え
て
、
日
常
の
枠
を
飛
び
越

え
て
行
く
。
そ
れ
も
好
ん
で
空
間
を
自
在
に
移
動
す
る
も
の
に
。
そ

れ
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
仙
人
を

詠
じ
て
も
、
天
上
を
飛
mm
す
る
の
は
曹
植
自
身
で
あ
る
。

九
州
不
足
歩

阪
得
凌
雲
朔

迩
進
八
紘
外

遊
自
陸
、
法
荒

披
我
丹
霞
衣

襲
我
素
一
箆
裳

(
後
略
)

我我遊八願九
がが目紘は HI
素 :PJ しのく
莞震て外は歩
のの速に 雲む
裳衣荒迭をに
ををを蓬凌足
襲討皮2歴へしいら
ぬりん で ず

朔
Q 

を
得
ん

「
他
人
篇
」

(
午
前
略
)

西
海
一
一
例
局

九
州
安
一
所
如

斡
終
輿
王
喬

要
我
於
天
街

高
型
不
足
歩

軽
暴
凌
太
虚

飛
総
験
景
雲

高
風
吹
我
躯

(
後
略
)

い
ず
れ
も
「
歩
む
」
と
い
う
日
常
的
移
動
手
段
を
捨
て
、
雲
を
凌

い
で
飛
均
す
る
の
は
、
「
我
丹
霞
衣
ー
一
「
我
素
一
箆
裳
」
や
「
要
我
於
天

(洋一

7
〉

街
」
が
示
す
よ
う
に
曹
植
自
身
で
あ
る
。

曹
植
は
自
ら
を
「
仙
人
一
の
様
な
存
在
に
託
す
だ
け
で
は
な
い
。

単
な
る
草
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
存
在
が
自
在
な
動
き
を
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
自
ら
を
移
入
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
「
呼
瑳
篇
」

「
雑
詩
」
が
そ
う
で
あ
る
。

「
呼
藍
篇
t

一

呼
墜
此
蒋
蓬

居
世
向
猪
然

か
リ
百

四
海
一
へ
に
何
ぞ
局
ら
る
る

九
州
安
く
に
か
如
く
所
あ
ら
ん

韓
終
と
王
喬
と

我
を
天
衛
に
要
つ

寓
里
歩
む
に
足
ら
ず

軽
く
器
り
て
太
虚
を
凌
が
ん

飛
騰
し
て
景
雲
を
験
ゆ
れ
ば

高
風
我
が
躯
を
吹
く
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長
去
本
根
逝

宿
夜
無
休
関

東
西
経
七
陪

南
北
越
九
好

卒
、
趨
向
風
起

吹
我
入
雲
間

自
謂
彩
天
路

忽
然
下
沈
淵

驚
隣
接
我
出

故
蹄
彼
中
田

長
く
本
根
を
去
り
て
逝
き

宿

夜

休

閑

無

し

東

西

七

陪

を

経

南
北
九
貯
を
越
ゆ

卒
に
間
風
の
起
る
に
遇
ひ

我
を
吹
き
て
雲
間
に
入
ら
し
む

自
ら
天
路
を
移
へ
ん
と
謂
ひ
し
に

忽
然
と
し
て
沈
淵
に
下
る

驚
融
問
我
を
接
へ
て
出
だ
し

故
さ
ら
に
彼
の
中
田
に
蹄
ら
し
む

る2
08:-< "天高 i次{可明 il!Uj;2 ~ 
0il等 後 IJ・ 耳 } 判 後

片 高 我意綿蓬ー
か望号安上入週 l滋離ぜち
し爪 可無察機長本
そ話 窮極中 暴風根

」、り
よ様
υ を

つ持i
q時伊

善子
はる
、fF

に1

あ 11口

くは

ミ例
吾1 え

?ば

会璽
企ま苫"

タト !て?
部 ι
にも
ああ

材
開
蓬
本
根
よ
り
離
れ

強
織
と
し
て
長
風
に
賂
ふ

何
の
惹
あ
り
て
か
湿
鶴
撃
が
り

我
を
吹
い
て
雲
中
に
入
ら
し
む

高
く
高
く
上
り
て
極
り
無
し

天
路
安
ん
ぞ
窮
む
ベ
け
ん

っ
て
、
感
興
を
喚
起
す
る
対
象
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
曹
植
の
こ

の
作
品
は
、
「
轄
蓬
」
の
有
り
様
を
詠
じ
て
い
る
様
で
い
て
、
そ
れ

は
何
時
の
間
に
か
「
我
」
と
な
り
、
大
空
を
自
在
に
飛
ん
で
い
る
の

は
曹
植
自
身
な
の
で
あ
る
。

(注
9
)

曹
植
の
作
品
に
は
、
「
我
」
と
い
う
語
が
頻
繁
に
現
れ
る
。
つ
ま

り
彼
は
、
作
品
が
形
成
す
る
世
界
の
傍
観
者
で
あ
る
よ
り
も
、
そ
の

世
界
の
中
心
で
あ
り
、
行
為
者
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
作

品
が
、
対
象
を
客
観
的
に
描
写
し
、
自
身
を
投
影
さ
せ
る
三
人
称
的

観
点
か
ら
描
か
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
曹
植
は
そ
れ
を
自
身
の
感
情

・
行
為
を
核
と
し
た
、
一
人
称
的
作
品
世
界
に
創
り
変
え
る
。
そ
れ

が
ま
た
、
作
品
を
受
容
す
る
側
の
こ
れ
ま
で
の
様
な
作
者
の
視
点
か

ら
描
か
れ
た
作
品
世
界
を
た
だ
眺
め
る
姿
勢
を
、
作
者
と
向
じ
「
我
」

と
い
う
行
為
者
に
変
え
て
、
あ
た
か
も
現
実
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う

(注
M
N
)

な
作
品
世
界
の
体
感
を
強
い
る
。

こ
の
臨
場
感
こ
そ
が
嘗
植
の
作
品
の
持
つ
一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、

後
世
の
批
評
家
を
し
て
曹
槌
が
最
高
の
詩
人
で
あ
る
と
い
う
評
価
を

さ
せ
る
最
も
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
最
後
に
そ
の
こ
と

に
関
連
し
て
、
習
十
企
に
関
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
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西

警
植
の
実
兄
で
あ
る
文
帝
習
互
に
対
す
る
文
学
的
評
価
は
決
し
て



高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
「
詩
品
」
で
も
、

曹
櫛
を
「
上
品
」
に
分
類
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
褒
め
称
え
て
い
る

の
に
対
し
、
曹
不
一
は
「
中
口
問
」
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
作
品
に
対
す
る

批
評
も
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

其
源
出
子
李
陵
、
頗
有
仲
宣
之
総
則
。
一
新
歌
百
許
館
側
、
十
年
皆
同
脚
直

如
偶
語
。
惟
「
西
北
有
浮
雲
」
十
除
首
、
殊
美
熔
可
翫
、
始
見
其
工

怠
〈
。
不
然
何
以
詮
衡
翠
彦
、
関
揚
朕
弟
者
耶
。

(
其
の
源
は
李
陵
よ
り
出
で
、
頗
る
仲
宣
の
総
則
有
り
。
一
新
歌
百

許
第
、
率
ね
皆
川
側
一
位
に
し
て
偶
語
の
如
し
。
惟
だ
「
西
北
有
浮
雲
」あ

ら

十
除
首
の
み
、
殊
に
美
除
に
し
て
翫
す
べ
く
、
始
め
て
其
の
工
を
見

は
す
。
然
ら
ず
ん
ば
何
を
以
て
翠
彦
を
詮
衡
し
、
献
の
弟
に
針
揚
す

る
者
な
ら
ん
や
。
)

「
祭
と
し
て
今
古
に
溢
れ
、
卓
践
と
し
て
翠
せ
ず
」
と
評
さ
れ
る

弟
の
曹
植
に
比
べ
て
、
百
篇
余
り
の
、
「
率
ね
皆
同
脚
質
に
し
て
偶
語

の
如
し
」
と
評
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
曹
五
の
作
品
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
作
品
中
に
も
例
外
的
に
弟
と
張
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
、

一t

西
北
有
浮
雲
」
の
十
絵
首
が
有
る
と
い
う
。
こ
の
評
に
い
う
、
「
西

北
有
浮
雲
」
以
下
の
「
十
絵
首
」
は
曹
不
一
の
作
品
の
中
で
ず
ば
抜
け

た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
十
銭
苔
」
が
何
を
指
す
の
か
、

残
念
な
こ
と
に
現
在
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
西
北
有

浮
雲
」
が
指
す
作
品
は
、
「
文
選
」
巻
二
十
九
に
「
雑
詩
」
二
首
其

一
一
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

「
雑
詩
」

西
北
有
浮
雲

亭
亭
如
車
葦

惜
哉
時
不
遇

適
輿
矯
風
禽

吹
我
東
南
行

行
行
至
呉
禽

呉
命
日
非
我
郷

安
能
久
留
滞

菜
置
勿
復
際

客
子
常
畏
人

西
北
に
浮
雲
有
り

亭
亭
と
し
て
草
薮
の
如
し

惜
し
い
か
な
時
遇
は
ず

適
た
ま
瓢
風
と
曾
ふ

我
を
吹
い
て
東
南
に
行
か
し
め
て

行
き
行
き
て
呉
禽
に
至
る

呉
舎
は
我
が
郷
に
非
ず

安
ん
ぞ
能
く
久
し
く
留
滞
せ
ん

棄
宣
し
て
復
た
陳
ぶ
る
勿
か
れ

客
子
は
常
に
人
を
畏
る
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で
は
、
そ
れ
程
の
評
価
を
受
け
る
の
に
こ
の
作
品
の
ど
こ
が
相
応

し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
浮
雲
」
が
「
車
蓋
」
の
よ
う
だ
、
と
い
う

表
現
も
稚
拙
で
あ
る
し
、
「
棄
置
忽
復
陳
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
表

現
的
に
は
「
古
詩
」
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
も
思
え
な
い
。

敢
え
て
「
古
詩
」
と
最
も
異
な
る
点
を
揚
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
や
は
り
「
我
を
吹
い
て
東
南
に
行
か
し
む
」
と
い
う
表
現
で
は
な

い
か
。
こ
の
詩
で
は
雲
に
身
を
変
え
た
曹
否
、
が
、
作
品
世
界
を
大
き

く
移
動
し
て
い
く
。
前
述
し
た
曹
植
の
「
雑
詩
j

一
の
様
な
上
下
へ
の

自
在
な
動
き
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
作
品



は
、
対
象
に
身
を
震
き
換
え
た
「
我

i

一
の
感
矯
・
行
為
を
核
と
し
た
、

一
人
称
的
作
品
世
界
を
創
り
上
げ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ

う
。
弟
に
「
鈎
揚
」
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
辺
り
な
の
で
は
な
い

h

O

 

、刀

そ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
束
縛
さ
れ
ず
自
在
に
行
為
す
る
一
人
称
的

「
我
」
が
作
品
世
界
に
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
曹
植
の
評
価
を
高
か
ら

し
め
て
い
る
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
は
計
ら
ず
も
-
証

し
て
い
る
の
だ
と
忠
わ
れ
る
。
や
は
り
、
作
者
と
共
に
「
我
」
と
な

っ
て
臨
場
感
溢
れ
る
作
品
世
界
を
共
有
す
る
目
新
し
い
快
感
が
、
読

〈
い
在
日
〉

者
及
び
批
評
者
を
魅
き
つ
け
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
詩
」
に
於
い
て
、
現
実
の
一
記
録
が
、
「
文
学
」
へ
と
「
進
化
」
す

る
過
程
の
中
で
、
習
植
の
果
た
し
た
役
割
は
、
言
い
尽
く
す
こ
と
が

で
き
な
い
程
大
き
い
。
小
川
氏
は
、
『
「
詩
経
」
の
「
輿
」
に
あ
ら
わ

れ
た
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
自
然
と
人
事
と
は
越
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
差
別

の
世
界
で
は
あ
る
が
、
詩
人
は
巌
こ
れ
を
と
び
こ
え
て
是
と
彼
と
を

結
び
つ
け
一
体
と
す
る
。
詩
人
の
想
像
力
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な

知
識
の
束
縛
を
脱
し
て
飛
躍
を
と
げ
る
と
こ
ろ
に
真
の
独
自
性
が
あ

る
の
で
あ
り
、
文
学
の
価
値
は
正
に
そ
こ
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
』
と

(
注
目
)

述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
曹
植
に
こ
そ
あ
て
は
ま
る
言
葉
で

あ
ろ
う
。

注ハ注
1
〉
「
黙
と
雲
!
感
傷
文
学
の
起
震
」
「
東
光
」
第
二
号

雲
1

一
中
国
文
学
論
集
朝
自
新
聞
社

1
9
7
2
年
ロ
月

(注
2
)

「
詩
経
索
引
」
採
宏
天
・
呂
嵐
合
編
書
自
文
獄
出
版
社

8
4
に
よ
る
。

〈注
3
)

「
漢
競
詩
の
研
究
」
鈴
木
修
次
大
修
館
書
庖
昭
和
必
年

二
章
第
四
項
古
歌
・
古
詩
考

P
3
4
0
J
3
4
1

(注
4
)

い
ず
れ
も
「
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩
」
の
「
貌
詩
i

一
巻
1
1
7
に

拠
っ
た
む

ハ注
5
)
曹
操
・
:
幻
首
中
9
首
(
日
声
〉
、
曹
Za--
出
首
中
廿
首
(
辺
正
月
〉
、

建
安
七
子
・
:
叩
首
中
部
品
百

(
m
u
%
)

(
注
6
)

拙
稿
「
悲
亥
か
ら
の
飛
朔
」

l

「
詩
経
」
・
「
古
詩
」
・
曹
植

i

漢
文
学
会
会
報
特
号

1
9
9
1
年
を
参
照
く
だ
さ
い
。

(注
7
)

天
空
を
自
在
に
飛
掬
す
る
と
い
う
「
遊
仙
詩
」
は
、
も
ち
ろ
ん
曹

植
を
鳴
矢
と
す
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
准
南
王
劉
安
の
「
八
公
操
」

も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
G

埠
爆
上
天
昭
一
下
土
令
嬢
短
た
る
上
天
下
土
を
照
ら
し

知
我
好
選
公
来
下
今
我
の
遁
を
好
む
を
知
り
て
公
来
り
下
た
る

公
務
間
関
子
生
毛
羽
今
公
務
に
子
に
生
毛
剤
初
を
輿
へ
ん
と
し

超
勝
部
門
安
箔
梁
南
仏
つ
腎
雲
を
超
践
し
て
梁
甫
を
踏
む

縮
倒
見
沼
光
遁
北
斗
今
瑞
光
を
競
見
し
て
北
斗
を
過
ぎ

馳
乗
風
一
家
使
玉
女
今
武
雲
に
馳
乗
し
て
玉
女
を
使
ふ

含
縞
吐
気
喰
芝
草
今
絡
を
含
み
策
を
吐
き
芝
草
を
鳴
み

悠
怒
絡
持
天
相
保
広
勺
悠
悠
絡
将
と
し
て
天
相
ひ
保
て
り

の
ち
「
風
と

1 
9 第
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し
か
し
こ
れ
の
作
品
の
第
四
句
以
下
は
主
に
仙
人
の
行
為
の
描
写
で
あ

っ
て
、
「
予
」
と
い
う
一
人
称
的
視
点
か
ら
描
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

こ
と
は
注
意
し
た
い
。
ま
た
、
問
時
代
で
は
曹
壬
に
も
仙
童
か
ら
丸
薬
を

も
ら
い
空
を
飛
行
す
る
「
折
楊
柳
行
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
作
品
の
前
半
部
の
神
仙
的
措
写
は
、
後
半
部
で
の
神
仙
批
判
の
た
め

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
余
り
に
合
理
性
に
束
縛
さ
れ
た
曹
志
の
内
菌
性
を

露
呈
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

西
山
一
何
高
西
山
一
へ
に
何
ぞ
高
き

高
高
殊
無
極
高
く
高
く
し
て
殊
に
極
ま
り
無
し

上
有
雨
仙
童
上
に
一
冊
仙
霊
有
り

不
飲
亦
不
食
飲
ま
ず
亦
た
食
は
ず

輿
我
一
丸
薬
我
に
一
丸
薬
を
輿
ふ

光
線
有
五
色
光
線
五
色
有
り

服
薬
四
五
日
薬
を
服
し
て
四
五
自

身
髄
生
羽
翼
身
髄
羽
翼
を
生
ず

軽
翠
乗
浮
雲
軽
く
撃
が
り
て
浮
雲
に
乗
じ

依
忽
行
高
穏
族
忽
と
し
て
蔦
億
を
行
く

流
賢
観
四
海
流
資
し
て
四
海
を
離
れ
ば

誌
記
非
所
一
誠
拒
桂
一
誠
る
所
に
非
ず

(
中
略
)

王
諸
般
虚
辞

赤
松
垂
空
言

達
人
識
畏
鵠

愚
夫
好
妄
侍

(
後
略
)

前
半
の
用
語
・
措
辞
の
明
ら
か
な
類
似
か
ら
見
て
、
或
い
は
こ
れ
は
曹

櫛
の
作
品
に
対
す
る
批
判
を
内
に
含
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

こ
れ
ら
を
見
て
も
、
警
植
の
理
性
と
は
切
り
離
し
た
、
束
縛
さ
れ
な
い
伸

び
伸
び
と
し
た
詩
的
想
像
力
は
際
立
っ
て
い
る
。
〔
前
田
植
が
神
仙
の
存
在

に
関
し
て
合
理
的
思
考
を
し
て
い
た
事
は
、
小
守
郁
子
「
曹
植
論
」
(
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
ω

1

9

7

6
〉
の
ち
「
曹
植
と
屈
原
」

(
丸
善
名
古
屋
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

1
9
8
9
)
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
〕

(注
8
〉
曹
操
「
却
東
西
門
行
」
に
「
田
中
有
蒋
蓬
、
随
風
速
鱗
揚
」
と
あ

る
が
、
こ
の
「
騨
蓬
」
は
「
征
夫
」
の
有
様
を
象
徴
的
に
一
一
一
一
口
う
の
に
す
ぎ

主
、
。

句

v
i

，、
B
L
、

(注
9
)

以
下
、
引
用
し
た
「
五
遊
詠
」
「
仙
人
篇
」
「
呼
瑳
篇
」
「
雑
詩
」

を
除
い
て
「
我
(
五
日
〉
」
と
作
品
中
に
記
さ
れ
る
も
の
を
「
先
秦
漢
貌
晋

南
北
朝
詩
」
が
採
る
も
の
の
中
か
ら
揚
げ
る
。
た
だ
し
「
責
弟
」
「
侍
太

子
坐
詩
ー
一
「
賠
王
祭
詩
」
「
鱈
了
翼
詩
」
「
謄
白
馬
王
彪
詩
」
「
、
迭
庭
氏
詩
」

な
ど
、
必
ず
し
も
-
論
言
に
沿
う
と
思
わ
れ
な
い
も
の
も
含
む
。

「
飛
龍
篇
」
「
蓬
露
行
」
「
野
田
黄
雀
行
」
「
門
有
高
塁
客
」
「
怨
歌
行
」

「
名
都
第
」
「
遠
選
第
i

一
「
磐
石
篤
」
「
種
嘉
篇
」
「
卒
陵
東
行
」
「
苦
患
行
」

「
歌
!
一
「
白
鳩
寵
」
「
朔
嵐
詩
ー
一
「
責
拐
ー
一
「
侍
太
子
坐
詩
」
「
婚
王
祭
詩
」

「
臆
丁
翼
詩
」
「
霜
白
馬
王
彪
詩
」
「
、
迭
蔭
氏
詩
」
「
雑
詩
一
四
首
「
怨
詩

行
ー
一
「
情
詩
」
「
喜
雨
詩
」
「
。
逸
題
詩
ー
二
一
首

(
注
ぬ
)
そ
れ
は
、
作
品
中
に
「
我
1

一
と
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
い
ま
い

と
無
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
遊
仙
詩
」
と
題
さ
れ
る
作
品
を
克
て
も
、
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主
喬
虚
鮮
を
綴
り

赤
松
空
一
一
一
一
口
を
霊
る

達
人
は
員
偽
を
一
誠
り

愚
夫
は
妄
俸
を
好
む



し
の

鍔
を
排
し
紫
虚
を
陵
い
で
い
る
の
は
、
警
植
自
身
で
あ
っ
た
。

「
遊
仙
詩
」

人
生
不
満
百
人
生
百
に
満
た
ず

戚
戚
少
敵
娯
戚
戚
と
し
て
歎
娯
少
な
し

意
欲
奮
六
翻
意
六
翻
を
奮
は
ん
と
欲
し

し
の

排
霧
陵
紫
虚
霧
を
排
し
て
紫
虚
を
陵
ぐ

蝉
般
向
松
喬
蝉
腕
松
喬
に
同
じ

翻
跡
登
鼎
湖
跡
を
翻
し
て
鼎
湖
に
登
る

制
抑
制
問
九
天
上
鈎
mm
す
九
天
の
上

制
約
轡
遠
行
遊
轡
を
斡
せ
て
遠
く
行
遊
せ
ん

東
観
扶
桑
耀
東
扶
桑
の
曜
き
を
観

西
臨
弱
水
流
西
弱
水
の
流
れ
に
臨
み

北
極
登
玄
渚
北
極
め
て
玄
鴻
に
登
り

南
開
砂
丹
丘
高
開
け
て
丹
丘
に
捗
ら
ん

こ
れ
を
、
前
に
述
べ
た
「
人
公
操
」
や
、
「
長
歌
行
」
な
ど
と
比
べ
て

み
れ
ば
、
「
我
」
(
ま
た
は
「
予
」
〉
と
い
う
語
の
あ
る
無
し
が
、
さ
ほ
ど

の
意
味
を
持
つ
も
の
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

「
長
歌
行
」

仙
人
騎
白
鹿

髪
短
耳
何
長

導
我
上
太
華

撹
芝
獲
赤
髄

来
到
主
人
門

奉
瑛
一
玉
箱

主
人
服
比
薬
主
人
此
の
薬
を
践
し

身
鐙
自
康
彊
身
鐙
自
に
康
彊

髪
自
復
更
黒
/
髪
白
き
も
復
た
黒
き
に
更
は
り

延
年
欝
命
長
延
年
し
て
欝
命
長
か
ら
ん

「
遊
仙
詩
」
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

〈
注
目
)
例
え
ば
、
鈴
木
務
次
氏
も
曹
植
の
詩
に
つ
い
て
別
の
視
点
か
ら
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
曹
撞
の
詩
は
、

υ
虚
υ

と
し
て
-
設
定
さ
れ
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
し
ば
し
ば
H

賞
μ

を
錯
魔
さ
せ
る
迫
異
性
が
あ
る
。
ま
た
こ
聞
に

は
、
川
賞
υ

を
、
円
虚
υ

の
形
に
託
し
て
う
た
っ
た
も
の
も
た
し
か
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曹
植
の
詩
は
、
護
者
な
い
し
罷
衆
を
し
て
つ

ね
に
虚
寅
の
簡
に
さ
ま
よ
わ
し
め
る
。
こ
れ
は
建
安
詩
人
の
作
品
に
あ
っ

て
、
曹
補
一
の
詩
歌
に
特
に
見
ら
れ
る
顕
著
な
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
、
観
黙
を
饗
え
れ
ば
次
の
よ
う
に
も
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
曹
植

は
、
架
設
さ
れ
た
関
象
に
、
自
己
の
悲
哀
惑
を
投
入
さ
せ
た
。
欝
者
な
い

し
聴
衆
は
曹
撞
の
詩
を
と
お
し
て
、
し
ば
し
ば
曹
植
自
身
の
悲
哀
感
を
感

じ
と
る
が
た
め
に
、
警
植
の
詩
作
品
は
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
愛
好
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
、
と
。
」

前
掲
響
第
三
章
第
三
項

(
注
は
)
前
掲
欝
P
お

仙
人
白
鹿
に
織
る

髪
短
か
く
耳
何
ぞ
長
き

我
を
上
大
悲
に
導
き

芝
を
探
り
赤
踏
を
獲
る

来
り
て
主
人
の
門
に
到
り

襲
一
玉
箱
を
奉
る

建
安
詩
人
各
論

( 52 ) 

P
6
5
8
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